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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験者の頭部上の第１の部位において測定された第１の脳波と、前記被験者の頭部にお
いて前記第１の部位より後方に位置する第２の部位において測定された第２の脳波を取得
する脳波取得部と、
　前記第１の脳波の特定の周波数帯域の強度と、前記第２の脳波の前記特定の周波数帯域
の強度を比較する比較部と
　を具備する脳波解析装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の脳波解析装置であって、
　前記第１の部位は前頭前野であり、前記第２の部位は前頭部である
　脳波解析装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の脳波解析装置であって、
　前記第１の部位は国際１０－２０法において定義されるＦｐ位であり、前記第２の部位
は国際１０－２０法において定義されるＦ位である
　脳波解析装置。
【請求項４】
　請求項１から３のうちいずれか一つに記載の脳波解析装置であって、
　前記特定の周波数帯域は、睡眠紡錘波の周波数帯域である
　脳波解析装置。
【請求項５】
　請求項１から３のうちいずれか一つに記載の脳波解析装置であって、
　前記特定の周波数帯域は、低速睡眠紡錘波の周波数帯域である
　脳波解析装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の脳波解析装置であって、
　前記低速睡眠紡錘波の周波数帯域は１０．５Ｈｚ以上１２．５Ｈｚ以下である
　脳波解析装置。
【請求項７】
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　請求項１から６のうちいずれか一つに記載の脳波解析装置であって、
　前記脳波解析装置は、前記被験者の睡眠ステージを判別するステージ判別部をさらに具
備し、
　前記第１の脳波は、前記第１の部位において測定された脳波のうち、ステージ２乃至４
の脳波であり、
　前記第２の脳波は、前記第２の部位において測定された脳波のうち、ステージ２乃至４
の脳波である
　脳波解析装置。
【請求項８】
　請求項１から７のうちいずれか一つに記載の脳波解析装置であって、
　前記比較部は、前記第１の脳波を周波数成分に変換して第１の脳波スペクトルを生成し
、前記第２の脳波を周波数成分に変換して第２の脳波スペクトルを生成し、前記第１の脳
波スペクトルにおける前記特定の周波数帯域の積分値と、前記第２の脳波スペクトルにお
ける前記特定の周波数帯域の積分値とを比較する
　脳波解析装置。
【請求項９】
　請求項１から８のうちいずれか一つに記載の脳波解析装置であって、
　前記脳波解析装置は、前記比較部による比較結果に基づいて、前記被験者が気分障害状
態にあるか否かを判定する判定部
　をさらに具備する脳波解析装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の脳波解析装置であって、
　前記判定部は、前記第１の脳波の前記特定の周波数帯域の強度が前記第２の脳波の前記
特定の周波数帯域の強度より大きい場合には、前記被験者は気分障害状態にあると判定す
る
　脳波解析装置。
【請求項１１】
　被験者の頭部上の第１の部位において測定された第１の脳波と、前記被験者の頭部にお
いて前記第１の部位より後方に位置する第２の部位において測定された第２の脳波を取得
する脳波取得部と、
　前記第１の脳波の特定の周波数帯域の強度と、前記第２の脳波の前記特定の周波数帯域
の強度を比較する比較部と
　としてコンピュータを機能させる脳波解析プログラム。
【請求項１２】
　脳波取得部が、被験者の頭部上の第１の部位において測定された第１の脳波と、前記被
験者の頭部において前記第１の部位より後方に位置する第２の部位において測定された第
２の脳波を取得し、
　比較部が、前記第１の脳波の特定の周波数帯域の強度と、前記第２の脳波の前記特定の
周波数帯域の強度を比較する
　脳波解析方法。
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